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音
楽
環
境
創
造
科
は
二
〇
〇
二（
平
成
一
四
）

年
四
月
に
、
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
た
。

二
〇
〇
六（
平
成
一
八
）年
に
は
、
東
京
都
足
立

区
の
協
力
の
も
と
旧
千
寿
小
学
校
を
改
築
し
て

誕
生
し
た
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
。こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
音
楽
環
境
創
造
科
の
ほ
か
、
大

学
院
音
楽
研
究
科
応
用
音
楽
学
研
究
室
、
ア
ー

ト
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
が
教
育
、
研
究
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

音
響
制
作
ス
タ
ジ
オ
、
録
音
調
整
室
、
ス
タ
ジ

オ
Ａ
、
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
、
そ
し
て
旧
千
寿
小
学
校
の

体
育
館
を
改
修
し
た
第
７
ホ
ー
ル
な
ど
の
充
実
し

た
設
備
を
誇
る
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
用
し
て
、

音
楽
環
境
創
造
科
で
は
、
音
楽
や
音
響
に
関
す
る

研
究
、
映
像
、
身
体
、
言
語
、
空
間
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
、
音
楽
に
隣
接
す
る
表
現
分
野
の
研
究
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
音
響
作
品
の
創
作
や
、映
像
、

身
体
表
現
、メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の
音
楽
制
作
、ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
文
化
社
会
学
、
文
化
研
究
な

ど
、
芸
術
と
社
会
の
関
係
に
関
す
る
研
究
を
通
じ

て
、
芸
術
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を
総
合
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

教
員
は
六
名
。
就
任
順
に
西
岡
龍
彦
教
授（
作

曲
）、
熊
倉
純
子
教
授（
文
化
環
境
）、
亀
川
徹
教

授（
音
響
学
、
録
音
技
術
）、
市
村
作
知
雄
准
教

授（
身
体
表
現
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
論
）、
毛
利
嘉
孝
准
教

授（
社
会
学
、文
化
研
究
）、丸
井
淳
史
准
教
授（
音

響
心
理
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
）。
今
回
は

亀
川
教
授
が
担
当
す
る
「
録
音
技
法
研
究
」
を

取
材
し
て
き
た
。

音
楽
環
境
創
造
科
開
設
か
ら
ま
も
な
く
し
て
教

員
に
な
っ
た
亀
川
教
授
は
、
当
時
を
振
り
返
り
、

次
の
よ
う
に
語
る
。「
大
学
が
社
会
の
中
で
ど
う
い

う
役
割
を
果
た
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
わ
れ
て

藝
大
の
教
員
た
ち
が
、

日
々
の
研
究
や
レ
ッ
ス
ン
に
勤
し
む

「
研
究
室
」
の
な
か
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

な
か
な
か
見
る
機
会
の
な
い

部
屋
を
潜
入
ル
ポ
す
る
。

研
究
室
探
訪

第
八
回
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い
た
時
代
。
そ
の
な
か
で
、
音
楽
と
社
会
を
つ
な

ぐ
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
の
が
学
科
設
立
の
主

旨
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
社
会
へ
発
信
す
る
た
め

の
研
究
分
野
の
ひ
と
つ
と
し
て
録
音
技
術
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
」。

こ
の
日
「
録
音
技
法
研
究
」
が
お
こ
な
わ
れ
た

録
音
調
整
室
は
、
５・１
サ
ラ
ウ
ン
ド
の
モ
ニ
タ
ー

ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
と
3
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

ア
ナ
ロ
グ
ミ
キ
シ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
ル
を
備
え
る
。

「
我
々
が
聞
い
て
い
る
音
と
い
う
の
は
、
単
な
る
物

理
的
な
現
象
と
違
い
、
耳
を
通
し
て
聴
い
て
い
ま

す
の
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
聴
き
方
を
し
て
い

る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
同
じ
音
の
大
き
さ
で
も
、

低
音
は
高
音
に
比
べ
て
聴
こ
え
に
く
い
。
そ
う
い

う
人
間
の
聴
覚
の
特
徴
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、

録
音
す
る
と
き
、
な
ぜ
そ
う
い
う
音
に
聴
こ
え
る

の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
」。
五
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
二
本
の
マ
イ

ク
ロ
ホ
ン
を
使
い
、
工
夫
し
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
。
そ
し
て
、
ど
う
い
っ
た
音
が
録
れ
た
か
を

受
講
生
全
員
で
考
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ク
ロ

ホ
ン
の
種
類
や
そ
の
構
造
と
機
能
、
ス
テ
レ
オ
録

音
に
よ
っ
て
な
ぜ
音
が
立
体
的
に
聞
こ
え
る
の
か
、

二
本
の
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
間
隔
や
指
向
性
に
よ
る

聴
こ
え
方
の
違
い
を
学
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

講
義
を
受
講
す
る
黒
石
紗
弥
子
さ
ん（
学
部
二

年
）は
、「
高
校
は
普
通
科
で
、
学
校
と
は
関
係
な

く
ミ
キ
シ
ン
グ
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で

す
。
文
系
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
自
分

が
知
ら
な
い
知
識
を
持
っ
た
仲
間
の
話
を
聞
く
こ

と
も
す
ご
く
楽
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
。
ま
た
染

野
拓
さ
ん（
学
部
二
年
）は
「
高
校
時
代
、
軽
音
部

で
演
奏
し
な
が
ら
、
友
だ
ち
の
バ
ン
ド
の
録
音
も

し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
科
に
は
音
楽
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
授
業
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
音
響
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ま
で
志
向
が
広
が
り
ま
し

た
」
と
の
こ
と
。
二
人
の
話
を
聞
い
て
、
音
楽
環

境
創
造
科
の
横
断
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
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